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協議会を設置する目的
空家等に関する対策を総合的かつ計画的に実施
するために空家等対策計画を作成します。

協議会の構成
市長のほか、地域住民や法務、不動産、建築、福祉
など、各分野の学識経験者などで組織されます。

空家等対策計画の内容
計画期間や基本的な方針のほか、空家等の適切
な管理の促進に関する事項、空家等対策の実施
体制に関する事項などを定めます。

６月定例会において「沼津市空家等対策協議会条例の制定」
が上程され、全会一致で可決されました。この条例は、「空家等
対策の推進に関する特別措置法」に基づき、空家等対策計画の
策定に向けて幅広い分野の関係者と協議を行うための「沼津市
空家等対策協議会」の設置に関する事項を定めるものです。　
　ここでは、その内容についてお知らせします。
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津
市
空
家
等
対
策
協
議
会
条
例
の
制
定—

空
家
等
対
策
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
協
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
す

条例制定の背景は？

計画策定のメリットは？

全国的に空き家の増加が社会問題となり、市民の関心も高まっています。
本市では平成 30 年度に空き家等実態調査を行った結果、一戸建て住宅の空き家が 1,363

件、そのうち 194 件（14.2％）が管理不全な状
態候補であることが確認されました。

これらを放置すると、防犯、衛生、景観など、
さまざまな面において市民生活に悪影響を及ぼす
おそれがあります。

●空き家対策の基本的な方針を示すことで広く市民の意識の醸成が図られる
●各分野間での連携強化につながり、まちづくりと一体となった空き家対策が展開できる
●市の施策において、国が実施する空き家対策総合支援事業（※）の補助金が活用できる

●協議会の開催（３回程度）
●計画案に対するパブリックコメ
ント（市民説明会）の実施など

空き家への指導だけでなく、新たな空
き家の発生抑制や既存の空き家の利活
用など、総合的な対策が推進されるこ
とにより、安心・快適な住環境の実現
や地域の活性化につながります

令和元年度中に
「空家等対策計画」を策定

＜計画策定までの流れ＞

沼津市議会では、平成 26 年 12 月に沼津市議会初の議員発議による政策条例で
ある「沼津市空き家等の適正管理及び有効活用に関する条例」を制定するなど、空
き家の問題には特に高い関心を寄せています。

今回の条例制定とあわせ、空き家対策がより一層進んでいくものと考えられるこ
とから、議会としても引き続き今後の動きを注視していきます。

今 後 は …※空き家対策総合支援
　事業のイメージ

空き家 除却後、ポケット
パークとして活用

地域活性化のための
施設として活用

○このページにおける漢字表記は、法律用語を「空家」、一般名称を「空き家」としています。
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　第1回(6月)定例会は、６月7日に開会し、６月28日までの22日間にわたり開催しました。この議会では、
令和元年度補正予算議案等47件と議員提出議案4件を審議し、いずれも原案のとおり議決しました。
　また、16人の議員によって一般質問が行われ、活発な議論が交わされました。
　この議会の主な内容を紹介します。

主な議案一覧
議　案　名 内　　　　容 議決結果

条　
例

議第 47 号
沼津市多目的展示イベント施設条例の
一部改正　ほか 全 29 件

■消費税率及び地方消費税率の引き上げに伴い、料金を改めます
消費税率及び地方消費税率の引き上げに伴い、料金に関する規定を改めるものです。な
お、一部の議案においては、あわせて、所要の改正を行うものです。

可決

議第 49 号
沼津市税賦課徴収条例等の一部改正

■地方税法等の一部改正に伴い、所要の改正を行います
地方税法等の一部改正に伴い、個人市民税における寄附金税額控除に係る特例控除
対象寄附金等に関する規定及び軽自動車税における特定期間内の環境性能割の軽減
措置を定めるほか、所要の改正を行うものです。

可決

議第 70 号
沼津市介護保険条例の一部改正

■介護保険料の減額賦課を規定するほか、罰則に関する規定を改めます
介護保険法施行令の一部改正に倣い、令和元年度から令和 2 年度までの保険料の
減額賦課を規定するほか、介護保険法における被保険者等に関する調査対象者の範
囲拡大に伴い、罰則に関する規定を改めるものです。

可決

議第 81 号
沼津市森林環境整備促進基金条例の制
定

■森林整備及びその促進に要する費用に充てるための基金を設置します
森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律の施行に伴い、森林整備及びその促進に
関する施策に要する費用に充てるため、基金を設置するものです。

可決

予　
算

議第 83 号
令和元年度沼津市一般会計補正予算

（第２回）

■ 6億 8,998 万円を追加し、予算総額は 727億 7,398 万円となります
追加したものは、子育てのための施設等利用給付事業費 2 億 4,170 万円、財政調整基
金積立金 1 億 5,750 万 1,000 円が主なものです。減額するものは、幼稚園就園奨励事
業費 1 億 900 万円です。財源としては、それぞれの特定財源のほか、一般財源として
子ども・子育て支援臨時交付金などをもって充てるものです。

可決

契　
約

議第 85 号
工事請負契約の締結（重要文化財松
城家住宅保存修理（第Ⅱ期）工事そ
の２）

■重要文化財松城家住宅の保存修理を行います
制限付き一般競争入札により 4 億 1,800 万円で愛知県名古屋市中川区西日置二丁
目 12 番 20 号、株式会社魚津社寺工務店 代表取締役 魚津忠弘と工事請負契約を
締結するものです。工事の内容としては、戸田地内において、主屋、文庫蔵、土蔵、
東石塀などの保存修理、組立ほかを行うもので、完成期限は令和 3 年 12 月 14 日
です。

可決

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページをご覧ください。

会派別　賛否が分かれた議案一覧

議　案　名

議
決
結
果

志
政
会

自
民
沼
津

市
民
ク
ラ
ブ

公
明
党

未
来
の
風

立
憲
沼
津

日
本
共
産
党

沼
津
市
議
団

（7） （6） （4） （3） （3） （3） （2）

条
　
例

議第47号
ほか

沼津市多目的展示イベント施設条例の一部改正
ほか�全 29件 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇�� ×

議第49号 沼津市税賦課徴収条例等の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議第70号 沼津市介護保険条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇� ×

予
算 議第83号 令和元年度沼津市一般会計補正予算（第 2回） 可決 〇 〇 〇 〇 ×

（1）（2）

〇�×� ×

◯＝賛成　×＝反対　※（　）内は所属議員数

6 月定例会の主な内容�
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問
学
校
給
食
に
地
元
食
材
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
地
域
の
伝
統
食
文

化
の
継
承
、
地
域
の
農
業
や
食
へ
の
理
解

に
よ
り
、
郷
土
愛
の
醸
成
、
学
校
給
食
の

教
育
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
る
が
、
本
市
の
学
校
給
食
に
お
け

る
地
産
地
消
の
取
り
組
み
は
。

答
教
育
次
長
／
本
市
で
は
、
年
間
の
献

立
原
案
を
前
年
度
中
に
作
成
し
、
こ
の
献

立
原
案
を
も
と
に
実
際
に
使
用
す
る
献
立

を
決
め
て
い
る
が
、
使
用
時
期
に
調
達
で

き
る
食
材
に
よ
り
献
立
原
案
と
は
内
容
が

変
わ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
地
産
地
消
の
推
進
を
図
る
上
で

は
、
年
間
の
献
立
原
案
だ
け
で
は
な
く
、

問
平
成
三
十
年
度
総
務
委
員
会
所
管
事

務
調
査
に
お
い
て
、
道
路
等
の
公
共
空
間

を
撮
影
す
る
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
地
域

の
防
犯
活
動
を
補
完
し
、
安
全
で
安
心
な

暮
ら
し
を
確
保
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ

と
し
て
、
犯
罪
抑
止
効
果
が
期
待
で
き
、

ま
た
、
犯
罪
が
発
生
し
た
際
に
は
、
証
拠

と
し
て
事
件
の
早
期
解
決
に
貢
献
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
の
内
容

が
報
告
さ
れ
た
が
、
自
治
会
等
を
対
象
と

し
た
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
等
の
補

助
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は
。

答
企
画
部
長
／
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ

い
て
は
、
連
合
自
治
会
等
か
ら
設
置
を
望

む
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、

実
際
の
給
食
実
施
日
単
位
で
の
食
材
の
使

用
量
等
の
情
報
共
有
が
有
効
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、
生
産
者
や
卸

売
市
場
、
小
売
業
者
、
栄
養
職
員
等
で
構

成
さ
れ
る
沼
津
市
学
校
給
食
地
場
農
産
物

関
係
者
会
議
を
通
じ
た
献
立
情
報
の
共
有

を
初
め
、
関
係
者
間
の
情
報
共
有
を
積
極

的
に
進
め
、
連

携
強
化
を
図
る

こ
と
で
、
学
校

給
食
に
お
け
る

地
産
地
消
に
取

り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て

い
る
。

カ
メ
ラ
の
設
置
場
所
や
記
録
し
た
デ
ー
タ

の
管
理
、
使
用
す
る
機
器
等
の
選
定
に
つ

い
て
懸
念
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
設

置
の
際
に
は
、
具
体
的
な
ル
ー
ル
を
定
め

る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
今

後
、
地
域
住
民
と
の
意
見
交
換
を
行
い
な

が
ら
、
補
助
制

度
を
含
め
、
地

域
の
安
全
に
資

す
る
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
の
あ

り
方
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て

い
く
。

久
保
田
　
吉
光

尾
藤
　
正
弘

街頭防犯カメラの設置費に対する
補助制度の創設は

学校給食における
地産地消の取り組みは

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

議員名 主な質問項目 掲載頁

久保田吉光 学校給食の公会計化、学校給食の地産地消 ４

尾藤　正弘 防犯カメラ補助制度創設、商店街の屋外照明灯、入札制度 ４

霞　　惠介 沼津の教育、高齢者の自動車運転 ５

渡部一二実 鉄道高架事業の進捗状況と税控除、県収用委員会の流れと審理 ５

渡邉　博夫 教育長の所信、学校の暑さ対策、交通安全対策、交通安全教育 ５

小澤　　隆 学校教育に対する考え方 ５

井原三千雄 観光まちづくり、中心市街地、北部地域、70歳現役社会 ６

江本　浩二 新中間処理施設の地元合意 ６

山下富美子 保育の適正な運用の確保、兄弟が同じ園に入所不可、本市の責務 ６

片岡　章一 多胎児支援、妊婦健診の助成、育児サポーター制度、骨髄バンク ６

小泉　宣子 給食費の無償化、地産地消 ７

梅沢　　弘 国の借金 1,100 兆円、高架事業負担金 614億円 ７

平野　　謙 社会的孤立に対する支援、多様な教育機会の確保 ７

原　　信也 安価で便利な公共交通 ７

岡田　進一 国民健康保険 ８

川口　三男 人口減少、子供・子育て支援策 ８

第
一
回
（
六
月
）
定
例
会
で
は
、
十
六
人
の

議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

※議員名の下に�形式�として質問形式を記載しています。
一　　括：通告した全ての内容を一括して質問した後、市当局が一括して答弁する方式
一問一答：議員からの一つ一つの質問ごとに、市当局が答弁する方式　
複　　合：１回目は一括で行い、２回目以降から一問一答に切り替えて行う方式

全ての質問項目
（通告一覧）はこちら▶

形
式

形
式

一
　
　
括

一
　
　
括

▲地場産品を使用した給食メニュー▲地域の安全・安心を補完する街頭防犯カメラ
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問
新
た
に
就
任
し
た
教
育
長
が
目
指
す

沼
津
の
教
育
の
特
徴
は
。

答
教
育
長
／
本
市
の
目
指
す
教
育
の
特

徴
と
し
て
、
ま
ず
、
小
中
一
貫
教
育
を
さ

ら
に
推
進
し
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
社
会
や
学
校
に

お
け
る
課
題
や
目
標
を
地
域
住
民
等
と
共

有
し
て
日
々
の
教
育
活
動
を
進
め
て
い
く

仕
組
み
を
つ
く
り
、
市
民
協
働
に
よ
る
地

域
住
民
総
が
か
り
の
教
育
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
沼
津
の

豊
富
な
教
育
資
源
を
活
用
し
た
沼
津
大
志

学
習
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
が

自
分
の
未
来
を
主
体
的
に
デ
ザ
イ
ン
す
る

力
を
育
み
、
郷
土
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
持

問
沼
津
市
教
育
基
本
構
想
を
踏
ま
え
た

教
育
長
の
所
信
は
。

答
教
育
長
／
子
供
か
ら
大
人
ま
で
誰
も

が
多
様
な
考
え
方
や
価
値
感
を
受
け
入
れ

な
が
ら
感
性
や
創
造
性
を
磨
き
、
み
ず
か

ら
の
可
能
性
を
大
き
く
膨
ら
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
が
、
令
和
の
時
代
に
は
求

め
ら
れ
る
。
沼
津
市
教
育
基
本
構
想
で
掲

げ
る
、
明
日
の
社
会
を
担
う
夢
あ
る
人
づ

く
り
と
い
う
理
念
は
、
市
長
の
掲
げ
る
誇

り
高
い
元
気
な
ま
ち
沼
津
の
実
現
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
確
信
し
て
い
る
。
市
長
と

の
連
携
を
密
に
し
、
地
域
社
会
全
体
で
子

育
て
の
し
や
す
い
環
境
整
備
を
目
指
し
、

市
民
協
働
で
教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

問
平
成
三
十
年
十
月
に
実
施
し
た
新
貨

物
タ
ー
ミ
ナ
ル
用
地
に
お
け
る
土
地
収
用

法
第
三
十
五
条
に
基
づ
く
調
査
結
果
を
も

と
に
地
権
者
へ
補
償
内
容
を
提
示
、
説
明

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
公
共
事

業
に
伴
う
土
地
売
買
に
係
る
税
控
除
の
制

度
に
つ
い
て
の
説
明
状
況
は
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
部
長
／
通
常
、
譲

渡
所
得
に
対
し
て
は
税
率
約
二
十
％
が
課

税
さ
れ
る
が
、
公
共
事
業
の
早
期
実
現
に

協
力
し
た
地
権
者
に
つ
い
て
は
、
租
税
特

別
措
置
法
第
三
十
三
条
の
四
の
規
定
に
基

づ
き
、
最
初
に
買
い
取
り
の
申
し
出
を
し

た
日
か
ら
六
カ
月
以
内
に
契
約
す
る
と
、

そ
の
譲
渡
所
得
か
ら
五
千
万
円
を
上
限
に

問
教
育
長
の
考
え
る
学
校
教
育
の
目
的

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
教
育
長
／
学
校
教
育
の
目
的
は
、
基

本
的
な
知
識
及
び
技
能
を
確
実
に
習
得
さ

せ
る
た
め
、
必
要
な
思
考
力
、
判
断
力
等

を
育
む
と
と
も
に
、
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
む
態
度
を
養
い
、
個
性
を
生
か
し
た

多
様
な
人
々
と
の
協
働
を
促
す
こ
と
や
、

道
徳
教
育
や
体
験
活
動
な
ど
を
通
し
て
豊

か
な
心
や
創
造
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で

あ
る
。
特
に
、
平
成
二
十
九
年
改
訂
の
新

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
小
学
校
か
ら

一
貫
し
て
、
主
体
性
、
多
様
性
、
協
働
性

を
磨
き
、
い
つ
ま
で
も
学
び
続
け
る
姿
勢

や
意
欲
を
持
っ
た
子
供
を
育
て
る
こ
と
が

て
る
教
育
の
充
実
を
目
指
し
て
い
く
。

問
高
齢
者
が
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
や
す
く
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答
企
画
部
長
／
運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
し
た
高
齢
者
に
対
し
、
本
市
で
は
、
平

成
二
十
七
年
六
月
か
ら
、
バ
ス
・
タ
ク
シ

ー
利
用
券
五
千
円
分
を
交
付
し
、
自
家
用

車
の
な
い
生
活
へ
の
円
滑
な
移
行
を
支
援

し
て
い
る
ほ
か
、
民
間
企
業
等
に
お
い
て

も
食
事
代
や
商
品
の
割
引
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
へ
の

掲
載
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
情
報
の
周

知
に
努
め
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
交
通
事
故
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向

け
、
交
通
安
全
教
育
の
実
施
状
況
は
。

答
企
画
部
長
／
沼
津
警
察
署
や
交
通
安

全
協
会
沼
津
地
区
支
部
等
の
関
係
機
関
、

交
通
指
導
員
会
等
、
地
域
住
民
で
構
成
さ

れ
る
交
通
安
全
推
進
団
体
と
連
携
し
、
年

四
回
の
交
通
安
全
運
動
に
お
け
る
街
頭
指

導
や
地
域
に
お

け
る
交
通
安
全

教
室
等
、
交
通

ル
ー
ル
の
周
知

や
マ
ナ
ー
向
上

を
呼
び
か
け
る

啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
る
。

控
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
本
制
度
の
内

容
等
に
つ
い
て
も
、
補
償
内
容
の
提
示
と

あ
わ
せ
地
権
者
に
説
明
す
る
な
ど
、
丁
寧

な
対
応
に
努
め
て
き
た
。

問
市
長
が
み
ず
か
ら
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ

ル
用
地
取
得
に
係
る
任
意
交
渉
に
当
た
っ

た
実
績
は
。

答
市
長
／
市
長
就
任
以
降
、
用
地
取
得

を
最
優
先
に
考
え
、
こ
れ
ま
で
各
地
権
者

宅
へ
五
回
訪
問
し
、
任
意
で
の
契
約
を
お

願
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
結
果
、

就
任
以
降
、
十
六
人
の
地
権
者
と
契
約
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
用
地
取
得
率
は
九
十

％
に
至
っ
た
。
引
き
続
き
、
誠
意
を
持
っ

て
丁
寧
な
用
地
交
渉
に
努
め
て
い
く
。

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
児
童
生
徒
が
み
ず
か
ら
の
意
思
で
主

体
的
に
学
ぶ
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答
教
育
長
／
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い

て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
考
え
方

が
取
り
入
れ
ら
れ
た
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
の
視
点
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

本
市
の
学
校
教
育
に
お
い
て
も
、
そ
の
実

現
に
向
け
た
授
業
改
善
を
通
じ
て
、
個
々

の
状
況
に
応
じ
、
み
ず
か
ら
学
び
た
く
な

る
、
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
、
そ
の

た
め
の
教
員
の
指
導
力
向
上
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

霞
　
惠
介

渡
邉
　
博
夫

渡
部
　
一
二
実

小
澤
　
隆

教育長が目指す沼津の教育の特徴は

教育長の所信は

新貨物ターミナル用地取得の進捗は

児童生徒の主体性を養うため
アクティブラーニングの導入を

一 般 質 問市政について問う！

形
式

形
式

形
式

形
式

一
　
　
括

一
問
一
答

一
問
一
答

一
問
一
答

▲交通安全運動における街頭指導の様子
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一 般 質 問市政について問う！

問
ア
ニ
メ
「
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
！
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
！！
」
の
観
光
宣
伝
を
活
用
し
た
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
本
市
の
考
え
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
ア
ニ
メ
に
よ
る
認

知
度
の
高
ま
り
に
よ
り
、
三
浦
地
区
を
初

め
、
中
心
市
街
地
の
商
店
な
ど
に
も
多
く

の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
回
遊
が
生
ま
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
燦
々

ぬ
ま
づ
大
使
で
あ
る
Ａ
ｑ
ｏ
ｕ
ｒ
ｓ
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
も
、
活
力
に

満
ち
た
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
市

民
、
地
域
、
事
業
者
と
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

問
保
育
園
等
へ
の
入
所
に
つ
い
て
は
、

子
供
や
保
護
者
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

兄
弟
は
本
来
同
一
の
保
育
園
に
通
う
こ
と

が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

同
じ
保
育
園
に
入
所
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が

発
生
す
る
こ
と
の
理
由
と
そ
の
対
応
策
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
保
育
園
等
へ
の
入

所
は
、
入
所
基
準
に
基
づ
き
保
育
を
必
要

と
す
る
家
庭
事
情
を
勘
案
し
、
優
先
順
位

を
つ
け
て
決
定
し
て
お
り
、
入
所
申
し
込

み
の
時
期
に
よ
っ
て
は
優
先
順
位
か
ら
漏

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
別
々
の
園
に

入
所
す
る
こ
と
で
負
担
を
か
け
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。
入
所
基

準
に
お
い
て
は
、
既
に
兄
や
姉
が
希
望
園

問
昭
和
五
十
一
年
か
ら
稼
働
し
て
い
る

現
在
の
ご
み
焼
却
場
の
建
設
に
当
た
り
、

昭
和
四
十
九
年
に
沼
津
市
長
と
清
水
町
外

原
区
長
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
覚
書
等
に

つ
い
て
、
①
将
来
、
一
ノ
洞
、
二
ノ
洞
、

三
ノ
洞
に
は
焼
却
場
を
建
設
し
な
い
、
市

長
が
変
わ
っ
て
も
本
覚
書
等
に
は
効
力
が

あ
る
旨
の
記
載
が
あ
る
が
、
焼
却
場
を
建

設
し
な
い
旨
の
覚
書
等
に
相
違
し
た
こ
と

に
対
す
る
市
の
対
応
は
。
②
覚
書
等
の
有

効
性
に
対
す
る
本
市
の
認
識
は
。

答
生
活
環
境
部
長
／
①
平
成
二
十
年
か

ら
関
係
自
治
会
等
に
対
し
、
ほ
か
の
建
設

候
補
地
を
検
討
し
て
き
た
も
の
の
、
適
地

が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
経
緯
等
を
説
明
し
、

問
双
子
や
三
つ
子
な
ど
の
多
胎
児
を
抱

え
る
家
族
に
つ
い
て
、
①
本
市
の
認
識
は
。

②
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
き
め
細
や
か
な
支
援

が
必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
取
り
組
み

状
況
は
。

答
市
民
福
祉
部
長
／
①
多
胎
児
を
抱
え

る
家
族
は
、
同
時
に
二
人
以
上
の
妊
娠
、

出
産
、
育
児
を
行
う
こ
と
に
伴
い
、
身
体

的
、
精
神
的
な
負
担
や
経
済
的
な
問
題
、

社
会
か
ら
の
孤
立
な
ど
、
多
胎
児
な
ら
で

は
の
困
難
さ
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
ま
た
、
妊
娠
、
出
産
に
お
い
て
も
、

低
出
生
体
重
児
が
多
い
な
ど
、
医
学
的
な

リ
ス
ク
も
高
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

②
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
多
胎

問
本
市
北
部
地
域
の
土
地
利
用
に
対
す

る
認
識
は
。

答
都
市
計
画
部
長
／
本
市
北
部
地
域
は
、

今
後
、
東
駿
河
湾
環
状
道
路
西
区
間
や
都

市
計
画
道
路
金
岡
浮
島
線
等
の
整
備
に
よ

り
広
域
的
な
交
通
ア
ク
セ
ス
向
上
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
第
二
次
沼
津
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
新
た
な
交
通

基
盤
を
生
か
し
た

産
業
立
地
検
討
ゾ

ー
ン
と
し
て
位
置

づ
け
、
新
た
な
発

展
を
牽
引
す
る
産

業
の
導
入
を
検
討

し
て
い
る
。

に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
、
加
点
に
よ
り

優
先
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
が
、
今

後
、
基
準
自
体
の
見
直
し
も
総
合
的
に
検

討
し
、
き
め
細
や
か
な
入
所
調
整
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
兄
弟
が
別
々
の
保
育
園
に
通
っ
て
い

る
場
合
の
災
害
時
の
対
応
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
災
害
時
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
各
園
に
お
い
て
災
害
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
児
童
の
安
全
確
保
を
図
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
市
と
し
て
は
そ
の
状

況
の
確
認
を
行
う
こ
と
と
な
る
が
、
兄
弟

が
別
々
の
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
場
合
は
、

各
園
が
相
互
に
連
絡
、
調
整
を
図
る
よ
う

働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
覚
書
等
に
相
違
し
た
こ
と
に
つ
い
て
謝

罪
を
行
っ
て
き
た
。
②
覚
書
等
に
は
法
的

な
拘
束
は
無
い
も
の
の
、
可
能
な
限
り
尊

重
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
一
方

で
、
新
中
間
処
理
施
設
整
備
基
本
計
画
に

つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
覚
書
等
に
沿
わ
な

い
事
項
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
そ

れ
に
つ
い
て
は

地
元
住
民
に
丁

寧
な
説
明
を
行

い
、
御
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う

に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て

い
る
。

児
世
帯
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
く
こ
と
は

重
要
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市

で
は
、保
健
師
、看
護
師
等
が
妊
娠
、出
産
、

育
児
に
関
す
る
一
人
一
人
の
状
況
を
把
握

し
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
と
の
連
携

や
養
育
訪
問
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

多
胎
妊
娠
を
把
握
し
た
場
合
は
特
に
注
意

し
、
妊
娠
中
か
ら
の
継
続
的
な
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
親
同
士
が

直
接
交
流
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
は
効
果

的
な
支
援
で
あ
る
と
考
え
、
平
成
三
十
年

に
発
足
し
た
多
胎
児
サ
ー
ク
ル
の
活
動
紹

介
等
の
情
報
提
供
や
、
活
動
の
場
と
し
て

保
健
セ
ン
タ
ー
を
貸
し
出
す
な
ど
の
支
援

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

井
原
　
三
千
雄

山
下
　
富
美
子

江
本
　
浩
二

片
岡
　
章
一

アニメを契機とした
まちづくりに対する認識は

兄弟が同じ保育園に入所できない
ケースへの対応策は

清水町外原区長と交わされた
覚書等の法的拘束力は

多胎児を抱える家族に対する
支援の状況は

形
式

形
式

形
式

形
式

一
　
　
括

複
　
　
合

一
問
一
答

一
問
一
答

▲整備が進む都市計画道路金岡浮島線▲昭和 51 年に建設した現焼却場
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一 般 質 問市政について問う！

問
小
中
学
校
の
学
校
給
食
費
の
完
全
無

償
化
は
難
し
い
と
の
こ
と
だ
が
、
少
子
化

対
策
に
功
を
奏
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
第

三
子
以
降
の
無
償
化
、
も
し
く
は
、
特
定

の
学
年
を
対
象
と
し
た
無
償
化
等
を
段
階

的
に
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
認

識
は
。

答
教
育
次
長
／
学
校
給
食
費
は
、
食
材

購
入
に
か
か
る
実
費
相
当
と
し
て
学
校
給

食
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
保
護
者
の
負
担

と
し
て
お
り
、
引
き
続
き
給
食
費
の
負
担

を
求
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

今
後
、
国
、
他
自
治
体
の
動
向
等
を
注
視

し
て
い
く
。
な
お
、
所
得
が
低
い
世
帯
に

対
し
て
は
、
就
学
援
助
制
度
な
ど
に
よ
り
、

問
Ｄ
Ｖ
防
止
法
に
基
づ
く
市
町
村
基
本

計
画
策
定
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
本
市
で
は
、
沼
津

市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
制
定
し
、

男
女
間
に
お
け
る
身
体
的
、
精
神
的
な
苦

痛
を
与
え
る
暴
力
的
行
為
を
禁
止
し
て
お

り
、
ま
た
、
沼
津
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
を
定
め
、
包
括
的
に
Ｄ
Ｖ
防
止
を
含

め
た
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｖ
防
止

法
に
基
づ
く
市
町
村
基
本
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
施

策
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
一
体
的
に
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考

え
る
こ
と
か
ら
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
の
次
期
計
画
の
一
部
と
し
て
Ｄ
Ｖ
被
害

問
鉄
道
高
架
事
業
に
関
連
す
る
事
業
費

の
平
成
三
十
年
以
降
の
総
額
は
、
約

千
二
百
六
十
四
億
円
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

国
費
が
約
六
百
十
四
億
円
で
あ
る
が
、
国

の
借
金
が
平
成
三
十
年
十
二
月
末
時
点
で

千
百
兆
五
千
二
百
六
十
六
億
円
と
な
る
中

で
、
国
費
は
遅
滞
な
く
交
付
さ
れ
る
の
か
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
部
長
／
鉄
道
高
架

事
業
で
あ
る
連
続
立
体
交
差
事
業
は
、
国

の
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
の
重
点
施
策

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
交
付
金
が
重
点
的
に
配
分
さ
れ
て
き
た

事
業
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
令
和
元
年
度
か

ら
は
、
今
ま
で
の
交
付
金
か
ら
、
計
画
的

か
つ
集
中
的
に
支
援
さ
れ
る
個
別
補
助
制

問
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

促
進
策
と
し
て
、
安
価
で
便
利
な
バ
ス
を

使
っ
た
地
域
交
通
を
構
築
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
、
そ
の
認
識
は
。

答
企
画
部
長
／
高
齢
者
の
運
転
免
許
証

の
返
納
を
促
す
取
り
組
み
は
、
市
の
取
り

組
み
の
ほ
か
、
民
間
バ
ス
事
業
者
に
お
い

て
も
高
齢
者
向
け
の
割
引
定
期
券
を
販
売

す
る
な
ど
、
高
齢
者
の
公
共
交
通
の
利
用

促
進
に
努
め
て
い

る
。
本
市
と
し
て

も
、
公
共
交
通
の

充
実
策
に
取
り
組

む
こ
と
は
重
要
と

考
え
る
た
め
、
引

既
に
給
食
費
な
ど
の
負
担
軽
減
を
実
施
し

て
お
り
、
今
後
も
、
制
度
の
周
知
を
徹
底

し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
地
産
地
消
の
取
り
組
み
に
対
す
る
市

民
へ
の
情
報
発
信
や
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
関
係
団
体
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
積
極
的
な
情
報

発
信
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
も
活
用
し
、
農

協
や
流
通
業
者
か
ら
得
た
農
産
物
に
関
す

る
季
節
ご
と
の
最
新
情
報
や
、
旬
の
野
菜

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

も
あ
わ
せ
て
発
信
し
、
地
産
地
消
の
取
り

組
み
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

支
援
の
項
目
を
位
置
づ
け
る
方
向
で
検
討

を
進
め
て
い
く
。

問
不
登
校
に
対
す
る
教
育
長
の
認
識
は
。

答
教
育
長
／
教
育
機
会
確
保
法
の
趣
旨

か
ら
、
不
登
校
と
い
う
だ
け
で
問
題
行
動

と
は
捉
え
ず
、
学
校
教
育
に
な
じ
め
な
い

児
童
生
徒
に
対
し
、
学
校
と
し
て
ど
の
よ

う
に
受
け
入
れ
て
い
く
か
を
検
討
し
、
な

じ
め
な
い
要
因
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
才
能
や
能
力
に
応
じ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性
を
伸
ば
せ
る
よ
う

本
人
の
希
望
を
尊
重
し
な
が
ら
、
社
会
的

自
立
に
向
け
て
、
多
様
な
進
路
の
選
択
肢

を
広
げ
る
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

度
に
移
行
さ
れ
て
い
る
た
め
、
必
要
な
財

源
は
今
後
も
確
保
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問
鉄
道
高
架
事
業
に
関
連
す
る
事
業
費

の
平
成
三
十
年
以
降
の
市
負
担
額
は
約

三
百
九
十
四
億
円
で
あ
り
、
本
市
の
将
来

世
代
が
税
金
の
負
担
を
負
う
こ
と
と
な
る

が
、
そ
の
認
識
は
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
部
長
／
公
共
事
業

に
よ
り
整
備
す
る
施
設
は
、
将
来
に
わ
た

り
市
民
に
利
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
事

業
成
果
を
享
受
す
る
世
代
間
の
公
平
な
負

担
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
将
来
世
代
に
負

担
を
求
め
る
こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
本
事
業
に
お
い
て
も
、
こ

の
考
え
の
も
と
事
業
を
進
め
て
い
る
。

き
続
き
、
他
市
の
先
進
事
例
を
調
査
、
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
中
心
市
街
地
の
商
業
の
活
性
化
と
集

客
対
策
と
し
て
、
買
い
物
客
に
対
し
て
行

っ
て
い
る
駐
車
場
料
金
の
助
成
や
交
通
費

補
助
の
状
況
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
沼
津
市
商
店
街
連

盟
に
お
い
て
、
加
盟
店
で
三
千
円
以
上
の

買
い
物
を
し
た
人
に
契
約
駐
車
場
の
一
時

間
無
料
駐
車
券
を
進
呈
し
て
い
る
ほ
か
、

駅
周
辺
の
商
業
施
設
等
に
お
い
て
も
同
様

の
駐
車
場
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
連
盟
の
加
盟
店
で
は
、
三
千
円

以
上
の
買
い
物
を
し
た
人
に
バ
ス
の
百
円

乗
車
券
の
進
呈
も
行
っ
て
い
る
。

小
泉
　
宣
子

平
野
　
謙

梅
沢
　
弘

原
　
信
也

対象を特定した学校給食の無償化を
実施する考えは

DV 防止法に基づく基本計画策定
に向けた今後の取り組みは

鉄道高架事業によって、本市の将来
世代が負担する税金に対する認識は

高齢者の運転免許証自主返納を
促進するための対策は

形
式

形
式

形
式

形
式

一
　
　
括

複
　
　
合

一
問
一
答

一
問
一
答

▲市役所における運転免許証自主返
納によるバス・タクシー券の交付
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問
国
民
健
康
保
険
料
の
均
等
割
は
、
世

帯
人
員
が
多
い
ほ
ど
保
険
料
が
高
く
な
り
、

子
供
の
多
い
被
保
険
者
に
と
っ
て
重
い
負

担
に
な
る
と
考
え
る
が
、
①
均
等
割
に
対

す
る
評
価
、
認
識
は
。
②
子
供
の
均
等
割

減
免
に
取
り
組
む
考
え
は
。

答
市
民
福
祉
部
長
／
①
国
民
健
康
保
険

制
度
は
保
険
給
付
等
に
要
す
る
費
用
を
被

保
険
者
の
能
力
と
受
益
の
程
度
に
応
じ
て

負
担
す
る
保
険
料
等
に
よ
っ
て
賄
う
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
る
。
世
帯
人
員
が
多
い

ほ
ど
受
益
が
大
き
く
な
る
た
め
、
均
等
割

に
お
い
て
相
応
の
保
険
料
負
担
を
求
め
る

こ
と
は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
合
理
的

な
賦
課
方
式
と
評
価
、
認
識
し
て
い
る
。

問
本
市
の
人
口
減
少
を
見
据
え
た
子

供
・
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
現
在
の
社
会
に
お

い
て
、
子
供
た
ち
を
健
や
か
に
育
て
て
い

く
た
め
に
は
、
養
育
費
や
生
活
費
の
経
済

的
問
題
を
初
め
、
子
育
て
に
対
す
る
不
安
、

地
域
か
ら
の
孤
立
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
山
積
し
て
い

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
、
子
供

た
ち
を
尊
重
し
、
保
護
者
の
立
場
に
立
っ

た
視
点
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
、
人
口
減
少
を
見
据
え
た
少
子
化
に
歯

ど
め
を
か
け
る
た
め
に
施
設
の
充
実
や
サ

②
平
成
三
十
年
度
の
国
民
健
康
保
険
制
度

改
革
に
よ
り
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な

っ
た
県
に
お
い
て
、
現
在
、
将
来
的
な
保

険
料
率
の
統
一
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市

独
自
で
均
等
割
の
減
免
や
廃
止
を
行
う
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
子
供
の

均
等
割
減
免
は
、
財
源
措
置
を
含
め
て
国

の
責
任
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
と
し
て
、
現
在
、
国
に
対
し
、
全
国

知
事
会
や
全
国
市
長
会
等
か
ら
要
望
が
な

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
本
市

に
お
い
て
も
引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
関
係

団
体
と
協
力
し
、
要
望
等
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
き
た
が
、
今
後

は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
や
問
題
に
対
し
て
、

き
め
細
や
か
な
福
祉
施
策
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
人
口
減
少
に
対
応
す
る
た
め
の
子
育

て
支
援
策
は
、
国
の
制
度
に
頼
る
ば
か
り

で
な
く
、
本
市
の
課
題
や
問
題
点
を
見
据

え
て
検
討
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、

本
市
独
自
の
支
援
策
に
対
す
る
認
識
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
人
口
減
少
に
対
応

す
る
た
め
の
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
度
に
策
定
す
る
第
二
期
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
お
い
て
、

子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
支
援

策
の
充
実
を
図
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

岡
田
　
進
一

川
口
　
三
男

国民健康保険料において
子供の均等割減免を行う考えは

人口減少を見据えた
子供・子育て支援策に対する考えは

一 般 質 問市政について問う！

形
式

形
式

複
　
　
合

一
　
　
括

会 派 別 構 成
現在、市議会は７会派により構成されています

（令和元年８月 1 日現在）

（◯は代表者、以下議席番号順）

会派とは…議会の中で、同じ主義・主張を持った議員がつくってい
るグループのことをいいます。会派に属さない議員は、無所属とな
ります。

志政会 自民沼津 市民クラブ 公明党 未来の風 立憲沼津 日本共産党
沼津市議団

◯浅原　和美 ◯久保田吉光 ◯渡部一二実 ◯長田　吉信 ◯山下富美子 ◯平野　　謙 ◯川口　三男

市川　道隆 浅田美重子 霞　　惠介 小泉　宣子 大場　豪文 原　　信也   岡田　進一

井原三千雄 村木　　豊 深田　　昇 片岡　章一 江本　浩二 梅沢　　弘

小澤　　隆 尾藤　正弘 梶　　泰久

加藤　明子 植松　恭一

渡邉　博夫 水口　 　淳

髙橋　達也
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委員会
レポート

委員会レポート　連合審査会（建設水道委員会・文教産業委員会）

都市計画道路沼津南一色線道路設計等に関する基本計画

連合審査会を開催！
「都市計画道路沼津南一色線道路設計等に関する基本計画」が策定さ
れ、連合審査会において市当局から報告がありました。

今回策定された計画は、平成 29 年 12 月に公表された都市計画道路
沼津南一色線の整備と高尾山古墳の保存を両立するための整備方針に
基づき、具体的な設計に必要な基本理念などを定めたものです。

ここでは、その内容をお知らせします。▲東日本最大級の前方後方墳である高尾山古墳

▲高尾山古墳の
　キャラクター
　「タカオさん」

問 古墳の国史跡指定を目指すに当たり、その手続と現
在の状況は。

答 市が文部科学大臣に具申書を提出し、文化庁の文化
審議会で審議され、文部科学大臣に答申された内容
をもって決定する。道路設計後の手続となるため、
具申には至っていないが、今回の基本計画策定には
文化庁調査官も参画しており、古墳の重要性は国も
認識していると考えている。

問 古墳の養生の現状は。また、誰もが沼津の宝として
愛着を感じられるよう案内板等を設置する考えは。

答 風化による毀損を防ぐため保護シートを設置し、養
生を行っている。また、現在２枚の看板を設置して
いるが、その大きさ等についても今後検討していく。

問 最優秀デザイン案を決定する設計競技実施委員会に
おける、委員とアドバイザーの違いは。

答 設計競技実施委員会は５人の専門分野の委員に評価
をお願いする。その他、３人のアドバイザーについ
ては、デザインを選定する専門家ではないため、評
価は行わないが、それぞれの知見から参考意見を伺
うものである。

連合審査会で交わされた主な質疑

道路設計等に関する基本計画

整備計画の概要
〜整備方針について〜
●道路構造物と古墳を含む周辺までを一体的な空間として設計し、

質の高い整備を行うことで良好な景観を目指す。
●整備に当たっては　東側２車線（墳丘部と神社の間）を橋梁形式で、

西側２車線（墳丘部の下）をトンネル形式で整備する。
●本市のシンボル的なモニュメントとして、古墳を現地に保存し、

国史跡指定を目指す。

基本理念：南北都市軸の強化とともに、歴史を重んじ、地域のつながりを大切にする“みちづくり”
交通ネットワーク機能の改善、交通安全の向上を目指すとともに、地域の歴史を重んじ、
特色ある歴史資源と一体的な景観を図ることで地域に必要な施設として整備を進めます。

発注方式：設計競技方式（デザインコンペ）
幅広いアイデアから優れたデザインを求めることができる

「設計競技方式」によりデザイン案を募集します。

設計競技の概要
〜提案を求める内容〜
●橋梁・トンネル、道路附属物などの道路デザイン
●古墳の保存・利活用の考え方及び整備方法
●隣接市有地の利活用の考え方及び整備方法　など

未開通
区間

高尾山古墳
東海道新幹線
国道1号

三枚橋
岡宮線

沼津
南一色線

↓至沼津駅

国道
24
6号

江原公園
交差点

至沼津インター↑

今後のスケジュール

令 和 元 年 度 道路設計業務の発注及び契約

令和２～ 3 年度 道 路 設 計 の 実 施

令和 4 年度以降 東側 2 車線（橋梁）工事着手
西側 2車線（トンネル）工事着手

令和10年頃（目標） 道路工事の完成（４車線供用）
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沼津市議会では、平成 29 年度から 2 年間、民生病院委
員会において、「手話の普及について」を所管事務調査のテー
マとし、勉強会の開催や先進地事例の視察を行うなど、調査・
研究を進めてきました。

その結果、聞こえない方への理解を深めるために手話の
普及は必要であり、当事者が地域社会の中で安心して暮ら
すことができるよう、本市において、手話言語条例を制定
する必要があるとの結論に至りました。　

このことから、沼津市手話言語条例の制定に向けて協議
を行うための検討協議会を令和元年 6 月 28 日に設置しま
した。

平成 29 年に設置した議会活性化等特別委員会の調査・研
究の結果を踏まえ、沼津市議会ではタブレット端末を導入し
ました。

令和元年７月 16 日に議員研修会を開催し、基本操作や使用
する文書管理・会議支援システム
などを学びました。

導入に当たり策定した「沼津市
議会タブレット端末導入運用計画」
に基づき、今後も活用を図ってい
きます。

駿東伊豆消防組合は、沼津市、伊東市、伊豆市、伊豆の国市、
東伊豆町、函南町及び清水町の４市３町の消防に関する事務
を共同で行うため、平成 28 年４月 1 日に一部事務組合とし
て発足しました。

駿東伊豆消防組合議会は、組合構成市町の議会議員から選
出された 18 人の議員で構成され、消防組合の条例や予算な
どの議案を審議する議決機関で、沼津市議会からは５人の議
員が選出されています。

令和元年７月９日に、改選後初の議会となる臨時会が開か
れ、沼津市選出の加藤明子議員が議長に、渡邉博夫議員が議
会運営委員会委員長に選出されました。

議員発議による沼津市手話言語条例の制定を目指します！！

ICT の活用により議会・議員活動の充実や効率化を図ります！！

駿東伊豆消防組合議会　開催

▲駿東伊豆消防組合議会が開催されました

▲議員研修会を開催しました

沼津市手話言語条例検討協議会
８人の議員を選任しました

座　長 長田　吉信
副座長 浅田美重子
議　員 平野　　謙
議　員 大場　豪文
議　員 霞　　惠介
議　員 岡田　進一
議　員 渡邉　博夫
議　員 髙橋　達也

沼津市手話言語条例
検討協議会を設置

沼津市議会
タブレット端末導入

ぬまづ市議会だより��№ 224＊ 10



臨時会開会日において行われた正副議長選挙では今回
から立候補制を導入し、議長選挙、副議長選挙にそれぞ
れ２人ずつ立候補の届出がありました。

選挙に先立ち所信表明会が実施され、立候補者が演説
を行いました。 ▲委員会室で行われた所信表明会の様子

５月 20 日から 24 日までの５日間にわたり開かれた、第１回臨時会の内容を 6 月 15 日号（臨時号）
に引き続きお知らせします。

会派別　賛否が分かれた議案一覧 ◯＝賛成　×＝反対　※（　）内は所属議員数

主な議案一覧
議　案　名 内　　　　容 議決結果

予　
算

議第４4 号
令和元年度沼津市一般会計補正予算

（第 1 回）

■当初予算に 1,400 万円を追加し、予算総額は 720 億 8,400 万円とな
ります

追加したものは、イベント展開事業費 1,400 万円で、財源としては、繰越金をもっ
て充てるものです。

可決

発　
議

発議第 2 号
沼津駅鉄道高架事業推進特別委員会
の設置

■議員20人から、委員会の設置の発議が発案されました
沼津駅周辺総合整備事業の中核をなす鉄道高架事業の早期完成を目指し、
鉄道高架事業に関する調査・研究及び要望活動等を行うため、特別委員会
を設置するものです。

可決

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページをご覧ください。

●本会議の様子が知りたい人は、どなた
でも傍聴できます。⇒詳しくは P12 へ

市議会ってどんなところ？
議会を 見る 聴く 知る

●市議会の活動をお知らせする「市議会だより」を年４回発行してい
ます。広報ぬまづに折り込んで、市内の各世帯に配付しています。

●本会議の様子を、インター
ネットの生中継や録画中継
で見ることができます。

●インターネットで市議会のいろいろ
な情報を発信しています。議員情報
や会議の日程などを掲載しています。

傍聴 市議会だより

インターネット議会中継 市議会ホームページ 新情報追加！
●正副議長の紹介
●議員名簿に顔写真
を掲載

第１回臨時会 開催

正副議長選挙で立候補制を導入
～所信表明会を実施しました～

議　案　名

議
決
結
果

志
政
会

自
民
沼
津

市
民
ク
ラ
ブ

公
明
党

未
来
の
風

立
憲
沼
津

日
本
共
産
党

沼
津
市
議
団

（7） （6） （4） （3） （3） （3） （2）
専
決

承
認 認第2号 専決処分の報告及びその承認（沼津市

税賦課徴収条例の一部改正） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇�� ×

発
議 発議第2号 沼津駅鉄道高架事業推進特別委員会の設置 可決 〇 〇 〇 〇 ×

（1）（2）

〇�× ×
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私
の
将
来
の
夢
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
プ
ロ
に

な
る
こ
と
と
、
か
ん
ご
し
に
な
る
こ
と
で
す
。
ボ

ウ
リ
ン
グ
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
て
、
私
の

特
技
で
宝
物
で
す
。
将
来
は
、
今
、
私
が
テ
レ

ビ
な
ど
で
見
て
あ
こ
が
れ
て
い
る
プ
ロ
の
方
と

同
じ
場
所
に
立
ち
た
い
の
で
努
力
し
て
い
る
最

中
で
す
。
か
ん
ご
し
も
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
の
夢

で
し
た
。
人
の
命
を
救
っ
た
り
す
る
の
は
、
と
て

も
人
間
と
し
て
の
か
ち
が
あ
り
、
美
し
い
こ
と

だ
と
思
う
か
ら
で
す
。
私
は
、
人
と
接
し
た
り
、

話
し
た
り
す
る
こ
と
も
好
き
な
の
で
、
将
来
か

ん
ご
し
に
な
っ
た
ら
、
私
の
得
意
な
こ
と
を
生
か

し
て
働
き
た
い
で
す
。

世
界
で
一
つ
の
私
だ
け
の
夢

　

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、一
級
建
築
士
に
な
る

こ
と
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
自
分
が
設
計
し

た
も
の
が
一つ
の
建
物
に
な
る
こ
と
が
い
い
な
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

一
級
建
築
士
は
、
と
て
も
た
い
へ
ん
な
仕
事
で

す
。
設
計
図
を
か
く
な
ど
、
た
い
へ
ん
な
仕
事
を

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ぼ
く
は
、
設
計
図
な
ど
を
き
れ
い
に
か
け
る

よ
う
に
、
図
形
を
き
れ
い
に
か
く
練
習
を
し
て

い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
勉
強
を
し
て
、

だ
れ
も
が
不
自
由
な
く
楽
し
く
く
ら
せ
る
建
物
を

つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

建
築
士
に
な
る
た
め
に

発
行

／
沼

津
市

議
会

編
集

／
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
〒410-8601　沼

津
市

御
幸

町
16-1

TEL 055-934-4711　
FAX 055-931-1226

E-m
ail:gikai-jim

@
city.num

azu.lg.jp
市

議
会

HPで
は

、
本

会
議

の
録

画
映

像
な

ど
を

配
信

中
!
沼
津
市
議
会

検
索

永年勤続議員表彰される
　浅原和美議員が議員 20 年、髙橋達也議員が議員
10 年として、全国市議会議長会から永年勤続表彰を
受けられました。
　これに対し、議会と市長から感謝状が贈られました。

前正副議長に感謝状を贈呈
　5 月 1 日に任期満了となった前議長の渡部一二実
議員（写真右）と前副議長の髙橋達也議員（写真左）に
対し、感謝状を贈呈することが 6 月 7 日の本会議に
おいて、全員一致で可決され、議会から感謝状が贈ら
れました。

浮島小学校
6 年
柴
しば

田
た

 桜
おう

佑
すけ

さん

香貫小学校
　　　　　６年

寺
てら

田
だ

 茜
あかね

さん

委 員 長   梶　　泰久      委 員   浅田美重子      委 員   小泉　宣子      委 員   岡田　進一
副委員長   加藤　明子      委 員   平野　　謙      委 員   深田　　昇      委 員   江本　浩二議会だより編集委員会

浅原和美 議員 髙橋達也 議員

本会議を傍聴してみませんか？
　市役所北側の傍聴席入口 ( 外階段 ) からお入りくだ
さい。なお、車椅子でお越しの方など、階段の御利用
が難しい方は、市役所正面玄関からエレベーターを御
利用いただき、３階傍聴受付へお越しください。

次回の市議会定例会は
9 月 13 日（金）に開会予定です

こちらから

ぬまづ市議会だより��№ 224＊ 12


